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問 

榎
本
町
政
の
任
期
は
、
折

り
返
し
が
過
ぎ
た
。
残
さ
れ
た

任
期
中
に
町
民
と
の
約
束
を
、

ど
の
様
に
果
た
し
て
い
く
の
か
。

答 

町
長　

私
は
町
長
就
任
以

来
、
成
長
す
る
宮
代
町
を
実
現

す
る
た
め
に
、

　

①
全
力
で
町
政
に
取
り
組
む

　

②
行
財
政
改
革
を
推
進
す
る

　

③
町
民
の
声
を
大
切
に
す
る

　

以
上
の
３
つ
の
柱
を
基
本
に

町
政
運
営
に
あ
た
っ
て
き
た
。

　

今
後
と
も
「
豊
か
さ
を
実
感

で
き
る
ま
ち
」「
子
育
て
に
喜

び
を
持
て
る
ま
ち
」「
高
齢
者
・

障
が
い
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
」
に
す
る
。
そ
の
こ
と

が
「
成
長
す
る
宮
代
町
」
を
実

現
で
き
る
と
の
思
い
で
全
力
で

町
政
運
営
に
当
た
っ
て
い
き
た

い
。

東
武
動
物
公
園
駅（
西
口
）

の
整
備
事
業
は

問 

町
の
表
玄
関
と
し
て
多
く

の
町
民
が
、
早
期
完
成
を
期
待

し
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
は
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

町
の
表
玄
関
で
あ
る
動
物
公
園

駅
（
西
口
）
で
す
。
早
期
整
備

に
向
け
て
、
今
後
も
東
武
鉄
道

側
と
鋭
意
、
接
触
を
続
け
て
い

き
た
い
。

旧
分
教
所
跡
地
の
有
効
利

用
を

問 

宮
代
２
丁
目
地
内
の
町
有

地
の
有
効
利
用
を
。

答 

企
画
財
政
課
長　

当
面
は

現
状
の
ま
ま
維
持
管
理
し
、
状

況
を
見
な
が
ら
公
園
も
含
め
て

有
効
な
利
用
方
法
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

成長する宮代町実現に全力投球

唐
沢
捷
一
　
議
員

成長する町のシンボル「進修館」

榎本町政の２年間の歩みは 組
織
改
編
の
効
果
を
見
極
め
検
討
し
た
い

直ぐやる課の窓口を

問 

町
民
の
要
求
・
要
望
の
対

応
と
し
て
、
直
ぐ
や
る
課
を
設

置
す
る
か
、
専
門
窓
口
を
設
け

る
か
し
て
町
民
の
声
を
早
急
に

解
決
す
る
努
力
を
。

答 

総
務
課
長　

町
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
、
町
政
に
素
早
く
反

映
さ
せ
る
と
い
う
の
は
、
町
政

運
営
に
お
け
る
原
点
で
あ
る
と

考
え
て
い
る
し
、
そ
の
点
を
常

に
意
識
し
て
、
公
務
を
進
め
る

の
が
職
員
の
役
目
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

　

一
方
で
、
町
民
の
皆
さ
ま
が

行
政
の
対
応
に
つ
い
て
、
十
分

ご
満
足
い
た
だ
け
て
な
い
状
況

が
あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
と
思

う
。

　

町
で
は
今
年
度
、
組
織
体
制

を
見
直
し
、
所
管
す
る
業
務
の

明
確
化
を
図
り
、
管
理
職
職
員

に
よ
る
き
め
細
か
く
具
体
的
な

指
示
命
令
に
よ
る
事
務
の
効
率

化
な
ど
を
目
指
し
て
い
る
。

　

提
案
の
あ
っ
た
「
直
ぐ
や
る

課
」
ま
た
は
「
専
門
窓
口
の
設

置
」
に
つ
い
て
は
、
組
織
改
編

の
効
果
や
成
果
な
ど
を
見
極
め

な
が
ら
、
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問 

町
長
の
考
え
は
。

答 

町
長　

ご
意
見
を
真
摯
に

う
け
た
ま
わ
り
た
い
。

　

宮
代
町
は
組
織
的
に
大
き
く

な
く
、
組
織
改
編
し
た
こ
と
に

よ
り
、
各
課
の
仕
事
が
あ
る
程

度
明
確
に
な
っ
た
の
で
は
な
い

か
。

　

当
面
は
町
の
声
を
す
ば
や
く

対
応
で
き
る
よ
う
職
員
の
意
識

改
革
を
確
立
し
て
い
き
、
そ
の

上
で
直
ぐ
や
る
課
の
効
果
を
検

討
し
た
い
。

小
河
原
　
正
　
議
員

直
ぐ
や
る
課
の
設
置
を
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問 

女
性
活
躍
推
進
法
が
成
立

し
て
い
る
が
、
町
の
行
動
計
画

の
取
り
組
み
状
況
は
。

答 

総
務
課
長　

数
値
目
標
を

掲
げ
た
「
特
定
事
業
主
行
動
計

画
」
を
策
定
す
る
こ
と
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
る
た
め
、
現
在
、

策
定
作
業
を
進
め
て
い
る
。

問 

把
握
す
る
項
目
、
改
善
す

べ
き
事
情
の
分
析
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

答 

総
務
課
長　

採
用
し
た
職

員
に
占
め
る
女
性
職
員
の
割
合

は
50
％
で
あ
り
、
継
続
勤
務
年

数
の
男
女
の
差
異
は
約
１
年
。

　

管
理
的
地
位
に
あ
る
職
員
に

占
め
る
女
性
職
員
の
割
合
は
、

6.8
％
で
あ
る
。

問 

ト
ッ
プ
に
よ
る
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
の
発
揮
が
重
要
だ
が
。

答 

町
長　

79
人
の
女
性
職
員

の
う
ち
、
主
査
級
以
上
の
職
員

は
、
７
人
で
あ
る
。
女
性
職
員

の
視
点
や
強
み
を
十
分
に
活
か

せ
て
い
け
る
組
織
づ
く
り
が
喫き
っ

緊き
ん

の
課
題
で
あ
る
。
計
画
の
策

定
を
契
機
に
、
女
性
職
員
の
個

性
と
能
力
が
発
揮
で
き
る
職
場

環
境
を
整
え
て
い
き
た
い
。

オ
リ
ジ
ナ
ル
婚
姻
届
　

問 

自
治
体
で
記
念
用
に
渡
せ

る
婚
姻
届
や
出
生
届
を
持
た
せ

て
あ
げ
る
工
夫
が
始
ま
っ
て
い

る
が
。

答 

住
民
課
長　

ご
当
地
の
婚

姻
届
け
を
用
意
し
て
い
る
市
町

村
も
あ
る
。
「
町
の
Ｐ
Ｒ
」
や

「
お
も
て
な
し
の
対
応
」
と
い

う
視
点
か
ら
関
係
課
と
調
整
、

研
究
す
る
。　

策定期限３月末を目途に進めている

⻆
野
由
紀
子
　
議
員

女性職員は半分いるのだが…

女性職員の活躍のための計画を策定したか

山
下
秋
夫
　
議
員

小
中
学
校
の
全
教
室
に
エ
ア
コ
ン
設
置
を

問 

県
内
各
自
治
体
の
小
中
学

校
エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
と
考
え

は
。

答 

教
育
推
進
課
長　

平
成
27

年
４
月
時
点
で
概
ね
設
置
済
の

市
町
村
は
、
22
市
11
町
１
村
の

合
計
34
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
も
学
習
環
境
の
向

上
の
た
め
必
要
と
考
え
て
い
る
。

問 

平
成
28
年
３
月
時
点
で
予

定
も
含
め
９
割
近
く
の
自
治
体

で
設
置
を
決
め
て
い
る
。
町
長

の
考
え
は
。

答 

町
長　

国
の
補
正
予
算
を

活
用
し
、
小
学
１
年
生
と
中
学

３
年
生
に
設
置
。
そ
の
後
、
予

算
化
し
た
が
議
会
の
同
意
を
得

ら
れ
な
か
っ
た
。
公
平
性
の
観

点
か
ら
全
普
通
教
室
に
つ
け
る

べ
き
と
考
え
る
。

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き

下
げ
を

問 

国
民
健
康
保
険
の
都
道
府

県
化
が
進
め
ら
れ
、
県
内
自
治

体
に
64
億
円
の
基
盤
安
定
負
担

金
が
配
分
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
を

活
用
し
て
国
保
税
の
引
き
下
げ

の
考
え
は
。

答 

住
民
課
長　

平
成
27
年
度

に
国
か
ら
町
へ
公
費
が
約
２
，

７
０
０
万
円
拡
充
さ
れ
る
。
し

か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
国
保
財

政
は
大
き
く
改
善
さ
れ
ず
、
国

保
税
の
見
直
し
に
着
手
す
る
こ

と
に
し
た
。

問 

県
道
や
町
道
の
歩
道
整
備

を
求
め
る
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

宮
代
郵
便
局
付
近
県
道
の
歩
道

整
備
は
、
支
障
と
な
る
物
件
が

な
く
な
っ
た
時
点
で
買
収
す
る

予
定
で
あ
る
。
町
と
し
て
も
余

裕
地
が
あ
れ
ば
県
に
お
願
い
す

る
。
須
賀
小
学
校
わ
き
の
道
路

は
、
平
成
28
年
度
予
算
の
工
事

で
白
線
な
ど
で
対
応
す
る
。

学
習
環
境
の
向
上
の
た
め
必
要
と
考
え
る

小中学校にエアコン設置で勉強に集中できる環境を
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問 

宮
代
通
り
線
の
交
通
安
全

対
策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

道
路
共

用
開
始
時
に
お
け
る
警
察
協
議

に
お
い
て
、
新
た
に
設
置
さ
れ

る
生
活
道
路
に
つ
い
て
は
、
規

制
を
か
け
な
い
方
針
と
の
こ
と

だ
が
、
一
部
看
板
を
設
置
し
て

注
意
喚
起
を
促
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
事
故
が
多
発
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
規
制
・
標
識

の
設
置
に
つ
い
て
、
警
察
へ
要

望
。
ま
た
、
注
意
喚
起
の
路
面

標
示
も
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
。

問 

姫
宮
落
川
沿
い
・
線
路
沿

い
の
防
犯
灯
の
増
設
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

区
長
・

自
治
会
長
か
ら
の
要
望
と
は
別

に
対
応
し
て
お
り
、
姫
宮
落
川

沿
い
、
線
路
沿
い
の
危
険
な
場

所
に
つ
い
て
は
、
土
地
区
画
整

理
組
合
と
調
整
・
検
討
し
て
い

く
。

問 
姫
宮
落
川
沿
い
に
危
険
防

止
、
転
落
防
止
の
柵
設
置
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

姫
宮
落

川
は
埼
玉
県
に
お
い
て
河
川
改

修
計
画
が
あ
り
、
現
在
、
東
武

鉄
道
の
鉄
橋
拡
幅
工
事
を
実
施

し
て
お
り
近
々
完
成
す
る
予
定

で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
土
地
区
画
整
理
地

内
を
含
む
県
道
の
道
仏
橋
ま
で

河
川
改
修
さ
れ
る
予
定
。
現
在

の
川
沿
い
の
道
路
は
、
安
全
対

策
と
し
て
、
河
川
側
路
肩
へ
路

肩
注
意
杭
を
等
間
隔
に
設
置
し

て
い
る
。
河
川
改
修
の
完
了
後
、

道
路
を
４
ｍ
か
ら
６
ｍ
に
拡
幅

し
、
転
落
防
止
柵
を
設
置
す
る

予
定
で
あ
る
。

順次安全対策に取り組んでいく

関
　
弘
秀
　
議
員

注意喚起の看板・標示を早急に

道仏土地区画整理地内における安全対策は 顧
問
弁
護
士
な
ど
と
相
談
し
、
対
応
し
て
い
く

空き地に壊れかけた建物（倉庫？）が…

問 

東
地
内
の
「
空
き
地
」
は
、

雑
草
の
繁
茂
が
著
し
く
、
周
辺

住
民
も
「
火
災
が
心
配
」
な
ど

と
困
っ
て
い
る
。
原
因
は
地
主

が
死
亡
し
て
土
地
の
所
有
者
が

分
ら
な
く
な
っ
て
い
る
と
の
こ

と
。
所
有
者
不
明
の
空
き
地
対

策
は
。

答 

町
民
生
活
課
長　

町
は
相

続
権
を
有
す
る
と
思
わ
れ
る
方

に
連
絡
を
取
り
、
適
切
な
土
地

の
管
理
の
依
頼
を
し
た
。
し
か

し
、
所
有
者
が
死
亡
し
て
か
ら

年
数
が
経
っ
て
い
る
こ
と
や
、

土
地
の
所
有
状
況
が
複
雑
な
た

め
「
自
分
に
所
有
権
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
、
管
理
は
で

き
な
い
」
と
の
結
論
に
至
っ
た
。

今
後
は
町
顧
問
弁
護
士
な
ど
と

相
談
し
、
適
切
な
対
応
が
取
れ

る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
。

危
険
な
五
差
路
の
安
全
対

策
を

問 

信
号
機
が
設
置
さ
れ
な
い

中
、
県
道
蓮
田
杉
戸
線
の
歩
道

拡
幅
は
ど
こ
ま
で
進
ん
で
い
る

の
か
。

答 

ま
ち
づ
く
り
建
設
課
長　

地
権
者
に
歩
道
の
必
要
性
を
説

明
し
、
理
解
を
得
ら
れ
た
上
で

県
土
整
備
事
務
所
と
連
携
し
て

歩
道
拡
幅
計
画
の
作
成
、
用
地

交
渉
、
整
備
を
進
め
て
い
き
た

い
。

町
内
循
環
バ
ス
の
増
便
を

問 

現
行
で
は
11
時
台
と
14
時

台
の
時
間
帯
が
空
白
と
な
っ
て

い
る
。
利
用
者
の
中
に
は
不
便

と
感
じ
て
い
る
方
も
多
く
、
改

善
を
。

答 

企
画
財
政
課
長　

利
用
者

の
利
用
状
況
と
、
運
転
手
の
安

全
運
行
上
、
十
分
な
休
息
時
間

が
取
れ
る
の
か
を
見
極
め
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

丸
藤
栄
一
　
議
員

所
有
者
不
明
の
「
空
き
地
」
対
策
は




